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平成 13年度 共同利用研究会報告
全国共同利用の 一 環 とし て奈良女子大学鈴木孝仁教授
が代表となり医真薗分子技術研究会を, ま た, 当セ ン タ ー
山口助教授が代表者で 医真菌細胞生物研究会を平成13年
9月6 日に合同で 開催 した . 研究課題 は真蘭形態形成の
メ カ ニ ズ ム 解明と真南細胞の超徴形艶 構造 , 機能 の解
析で , 外部か ら8人 セ ン タ ー か ら3人の研究者が , 下
記 の 内容で分子技術手法の紹介 研究内容およ び美菌細
胞の超徽形態, 構造, 機能 に関する研究が発表され た .
研究会は両課題に またがり, 新し い技法の 基礎的研究と
応用研究に つ い て活発な討論が行われ, 研究者間の 情報
交換と親睦が交わされ た.
研究会番号 '.
01 - 1
医真菌分子技術研究会
- 其菌形態形成のメ カ ニ ズム解明
平成13年9月 6日 (木) 9:30- 12:00
兵菌医学研究セ ン タ ー 草堂
司会 岩口 伸 - (奈良女子大学理学部)
プE)グラ与
セ ン タ ー 長挨拶 西村 和子
1) ｢不完全酵母カ ン ジグ ･ ト ロ ビ カ リ ス の 二形性変換
機構+
鈴木 孝仁 (奈良女子大学理学部)
2)｢担子菌 ヒ ト ヨ タ ケ に お ける形態形成+
鎌田 尭 (岡山大学理学部生物学科)
3) ｢ウリ科に寄生する炭痘菌類に おける 二形性+
久保 康之 (京都府立大農学部植物病理)
4) ｢酵母に おける ミ ト コ ン ド リ ア形態形成+
宮川 勇 (山口大理学部自然情報生物)
5)｢カ ン ジ ダ ･ ア ル ピ カ ン ス の 二形性 に つ い て+
櫨山 耕治 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
研究会番号
′
01 - 2
医義歯細胞生物研究会
一 真菌細胞の 追徴形態′ 構三島 機能の解析
平成13年9月6 日(木) 1 :30- 17:00
真薗医学研究 セ ン タ ー 講堂
司会 山口 正視
プ ロ グ ラ ム
1) ｢分裂酵母の細胞壁形成 に関与する Ca2 十 輸送 A T P-
a 8 e+
石黒 順平 (甲南大学理学部)
2) ｢酵母にお ける非対称分裂の制御機構+
入江 健児 (大阪大学医学部)
3) ｢C. ne oforT n a n Sの 細胞周期制御適伝子の単離+
小倉 康裕 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
4) ｢ 出芽酵母頬γ チ エ - プリ ン の機能と構造+
紅 明治 (名古屋大学医学部)
5) ｢ 酵母の 胞子形成と分泌過程における微細構造解析+
平田 愛子 (東京大学)
6)｢ 病麻美菌Ex ophiala de r matltidi8 の spindle pole
body の電顧観察+
山口 正視 (千葉大学真菌医学研究セ ン タ ー )
懇親会 (16:30- 18:00)
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